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中山町立豊田小学校 

１学年 生活科「あきとなかよし」 

 

山形市立第三中学校 

３学年 数学科「相似な図形」 

 

寒河江市立陵西中学校 

２学年 社会科「日本の諸地域」 

 

 

 

 

＜部会のテーマ＞ 

「教科や児童生徒の発達段階に応じた有効的なまとめ・表現の仕方」 

＜部会として育成を目指す資質・能力＞ 

（１）目的に合わせて、まとめ・表現の方法や手段を自ら選ぶことができる力 

（２）発達段階に応じて効果的にプレゼンテーションする力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4 ＩＣＴを効果的に活用した授業実践（ネットワーク型研修会 研修者の振り返りより） 

☆端末機能やアプリ等で 

主に使用したものと 

活用場面 

○成果  ●今後に向けて 

 

☆落ち葉や木の実を使ったおもちゃや飾りを紹介する
場面でタブレットに記録した画像や動画をもとに友
達と交流をした。 

〇画像や動画を活用することで、児童が表現方法を自
由に選択しながら、伝えたい思いを形にして広げる
ことができた。 

●ICT活用と同様に、文章を書く、絵を描くなどのア
ナログな面をさらに充実させて、まとめる・伝える
力が発揮できるようにすることが大切である。 

☆授業者が作成した予習動画を、Microsoft Teamsで
事前に視聴した。相似を用いて校舎の高さを測定す
る場面で、学習支援ソフトSKYMENU Cloudを活
用し全体交流をした。 

〇発表支援ソフトを活用することで数学的な表現を時
間や空間を越えて分かりやすく伝えることができ
た。反転学習は予習だけでなく復習にも活用できる
よさを生徒自身が感じることができた。 

●教科の本質に迫るためには、学びの目的や教科で付
けたい力を明確にした上で ICTを活用することが重
要である。 

☆Microsoft Teamsで、発表資料の作成や共同編集
を繰り返し行った。 

〇発表資料の作成、編集などの活動を同時進行で行う
ことで、協働的に学ぶよさに気付き、発表すること
が楽しいと感じる生徒が増えた。 

●スライドを作成する際に、生徒自身が聞き手を意識
した見やすさに気付くようにし、レポート作成との
違いを意識させることが大切である。また、共同作
成する際の情報モラルの育成も必要だと感じた。 

 

東根市立第一中学校 

２学年 社会科

 
☆授業者が作成した映像資料により本時への見通しをも
った。Microsoft Teamsで共同編集やFormsで考
えの共有を行った。 

〇場面に応じてデジタルとアナログの選択や両立をする
ことが生徒の思考を促すことにつながった。ICT活用
により、重視したい活動を十分に確保することができ
た。 

●多面的、多角的な考え方に触れ、より深い学びに導く
ために、全体意見を俯瞰することができるデジタル的
な方法と、直接会話をするなどのアナログ的な方法と
の併用が有効であった。 

教科の深い教材研究を大切にし、子供観の転換を！ 

 第３回学習指導力向上研修会（１月２４日実施・Zoomによるオンライン型研

修）に、１００校以上の申込、４００名を超える先生方の視聴参加がありまし

た。 

 幼稚園から中学校、特別支援学校と多様な校種の先生方に参加いただいたり、

校内研修としての位置づけで参加いただいたりと多様な形態で研修いただけたこ

とが大きな成果と考えております。ありがとうございました。 

 講話等の内容や研修者の声をお伝えします。 

「確かな学力の育成につながる 

個別最適な学び・協働的な学びの充実」 

講師 上智大学 総合人間科学部教育学科  教授 奈須 正裕 氏 

            ※講演内容より一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈須先生のお話を園の保育、子供たちを思いながら照らし合わせて聞くことができた。これからも一
人一人の育ちを大切にして、子供たちが遊びたくなる環境を作っていきたい。「“有能な学び手”という
子供観に立ち、環境による保育・教育を大事にする」を改めて職員と共通理解できるよう、職員一人一
人が理解を深めて、話し合っていきたい。（幼稚園教諭） 

「子供は有能な学び手である」と理解しているつもりでも、教師が子供を管理し、教授してしまって
いることに改めて気付かされた。必要なのは、子供に相談し、一緒に考え、授業をつくること。子供を
信頼することが大切だと感じた。子供がいつの間にか学びたくなってしまう、知らず知らずのうちに学
んでしまっている状況を生む環境をつくることを大切にしたい。そのために、幼児教育に学ぶこと、単
元を通した研究を行うことを大切にしたいと感じた。（小学校教諭） 

子供たちを、“自立した学習者に”していこうという熱いメッセージを感じた。協働的な学び(学習)を
支える、「個別最適な学習で得た自分の考え」「個々が考え（疑問や不安を含む）」を持たなければ、協
働的な学びは成り立ちにくい。個別最適な学びを保障するための手立て、方法等を数多く、多岐に渡っ
た視点で準備していくことが必要であると学んだ。（中学校教諭） 

特別支援学校はまさに個に応じた指導が中心。一人一人の学び方を大切にしながら学習指導要領に示
された目標や内容の確実な習得に向けて指導の在り方を見直したいと感じた。子供たちが、学ぶ意欲を
持ち、自らの学びを調整できるよう、まずは自己理解を進め、自己決定しながら学び、自己有用感が高
まる指導を追究していきたい。（特別支援学校教諭） 


